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3月 15日、島田中学校で、閉校記念式典が行わ
れました。式典では、生徒や保護者、卒業生など、多
くの関係者が出席するなか、志村校長から江口市長
に校旗の返納が行われました。式典後は、出席者全
員で最後の校歌を合唱し、閉校を惜しみました。

●島田中学校閉校記念式典
3月 8日、もみじホールで、「上野原♥ハート」の講

演会が行われました。この団体は、東日本大震災の被
災地支援を行う市民グループで、この日は、社会福祉
協議会が行う第9回市社会福祉大会の一環として、代
表の佐藤明男さんが支援活動などの紹介を行いました。

●市民団体「上野原♥ハート」講演会

3月 9日、上野原地区塚場の疱瘡神社で、疱瘡神
社創立350年祭が行われました。この神社は、天然
痘の神をまつる神社で、昔から地域住民の心のより
どころでした。当日は、約70名の地域のみなさん
が集まり、記念祭を祝いました。

●疱瘡神社創立350年記念祭
3月8日、桂川河川敷（市民プール近く）で、与謝

野晶子の歌碑除幕式が行われました。歌碑設置は、「上
野原をきれいにしよう会（UKK）」などが、多くの方
に上野原の魅力を再発見してもらい、観光振興に繋げ
たいという想いで、2月上旬に設置しました。

●与謝野晶子の歌碑除幕式

●地域の話題をお寄せください。
　企画課政策推進担当   電話 62-3118

人口と世帯
※人口および世帯数は、外国人登録者を含みます。

人口 ● 25,530 人 （− 32）
男 ● 12,725 人 （− 21）
女 ● 12,805 人 （− 11）

世帯 ● 10,027 世帯（−  1）
平成 26 年 3 月 1 日現在

（　）内は前月比

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、
植物性インキを使用しています。

今月号の表紙　
不眠不休の除雪活動　雪害からの復旧に　私たちは動き出す　

今月の表紙は、市内建設業者さんが市内の幹線道路を不眠不休で除雪活動をする様子と
商店街沿いを撮影したものです。ところで、今回の雪害で、みなさんは何を感じたでしょう
か。私は、話したことのない近所の方と雪かきをしたり、いつもは車で行くコンビニに歩い
て行ったりと、少し昔の時代に感じることができた、地域の連帯感や充実感、ゆとりみたい
なものを感じました。今の時代は、効率性だったりスピード感を求められたりします。また、
人とのつながりも希薄化していると言われます。このような時代だからこそ、今回の雪害で
感じた感覚を、これからも大切にしていきたいと思いました。　　　　　（広報担当者　O）

編集後記
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雪害の教訓
どう活

い

かすか
2月14日（金）から15日（土）にかけて降った雪は、104㎝の積雪（市
消防署観測）となりました。市内では、記録的な大雪により交通網
が遮断され、「陸の孤島」と化し、市民生活に甚大な影響をもたらし
ました。私たちは、この雪害の記録を後世につなげ、今回学んだ教
訓を防災対策に生かす必要があります。

雪害特集号
写真説明
① 14 日深夜、細かい雪が勢いよく降る
商店街の様子、②避難所で食事を受け
取る帰宅困難者、③車で買い物に行く
ことができないため歩いて食料品を買
いに行く市民のみなさん、④⑤雪の重
みで屋根が落ちた農業施設と家屋、⑥
15 日正午ごろの商店街沿いの国道 20
号線、⑦雪に覆われ車体が見えない車、
⑧上野原高校入口交差点で立ち往生す
るトラック、⑨ 17 日午後 11 時ごろ中
央自動車道の通行止めが一部解除にな
り八王子方面のみ通行可能となった上
野原インターチェンジ入口、⑩除雪が
間に合わず渋滞する国道 20 号線、⑪雪
の中に放置された車、⑫食料品が届か
ず、商品が陳列されない商品棚、⑬市
内建設業者さんによる不眠不休の除雪
活動
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概記録的な大雪の概要
　2月14日（金）から15日（土）にかけて県内各地で記録的な大雪となり
ました。市内では、この大雪により、なだれや建物の損壊、停電などが発
生しました。また、鉄道や高速道路、国道などの交通網が遮断され、物流
にも大きな影響が出ました。
　この甚大な被害をもたらした記録的な大雪の概要を報告します。

１
気
象
概
要

2
月
13
日（
木
）
午
後
9
時
に
南
西
諸

島
で
発
生
し
た
低
気
圧
は
、
本
州
の
南

海
上
を
北
東
に
進
み
、
次
第
に
発
達
し

な
が
ら
15
日（
土
）
明
け
方
か
ら
昼
ご
ろ

に
か
け
て
関
東
地
方
沿
岸
に
接
近
し
た

後
、
関
東
の
東
を
北
東
に
進
み
ま
し
た
。

ま
た
、
関
東
地
方
の
上
空
約
1
5
0
0

ｍ
付
近
は
、
–6
℃
以
下
の
寒
気
に
覆
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
低
気
圧
と
上
空

の
寒
気
の
影
響
に
よ
り
、
県
内
で
は
、

14
日（
金
）未
明
か
ら
15
日（
土
）昼
前
に

か
け
て
雪
が
降
り
続
き
ま
し
た
。

県
内
の
月
最
深
積
雪
は
、
甲
府
で

1
1
4
㎝
と
な
り
、
明
治
27
年
8
月
の

統
計
開
始
以
来
の
極
値
を
更
新
、
河
口

湖
で
も
1
4
3
㎝
と
な
り
極
値
を
更
新

し
、
記
録
的
な
大
雪
と
な
り
ま
し
た
。

● 10:03　大雪警報、
　　なだれ着雪注意報発令

● 14:00　市災害対策本部事前協議

● 9:00　市災害対策本部設置
● 9:35　積雪量 104㎝観測（市消防署観測）

災害対応の主な経過

● 12:00　もみじホールに避難所開設

● 18:30　県道上野原丹波山線通行止め
　　　　　（西原飯尾〜小菅はいまぜ地内間など）

● 22:40　県道四日市場上野原線通行止め
　　　　　（秋山地区無生野〜都留市曽雌間など）

● 0:10　県道四日市場上野原線通行止め
　　　　 （新天神トンネル前〜鶴島間）

2 月 16 日（日）

● 11:50　甲東地区現地災害対策本部設置（甲東出張所）
● 19:45　国道 20 号線（大月市駒橋〜神奈川県境間）上下線通行止め

● 10:00　松留つどいの家に避難所開設

2 月 17 日（月）

● 17:00　災害時相互応援協定により東京都狛江市から備蓄食料の支援
● 10:30　当月会館に避難所開設

● 8:45　棡原地区現地災害対策本部設置（棡原出張所）

● 11:00　山梨県知事に孤立集落解消のための自衛隊派遣要請

● 15:35　新田へリポート整備完了

2 月 18 日（火）

● 10:00　自衛隊と国土交通省で、国道２０号線除雪

● 12:00　自衛隊先遣隊による孤立集落の視察と物資輸送開始

● 17:00　ボランティアセンター開設（市社会福祉協議会）

● 23:30　国道 20 号（大月市駒橋〜神奈川県境）通行止め解除

2 月 19 日（水）

2 月 28 日（金） ● 17:15　災害対策本部解散

■ 家屋の被害状況
項 目 件数
全 壊 10
大規模半壊
または半壊 13

一 部 損 壊 139
※罹災証明書発行数をもと
にした件数です。

市内の被害状況（3 月 20 日現在）

■ 避難者数（延べ人数）

避 難 所 名 人数
市 役 所 214
松留つどいの家 83
当 月 会 館 8

※市役所 2/26・松留つどい
の家 2/18・当月会館 2/19
閉所

■ 停電状況
地 区 名 世帯数
棡原地区大垣外向 6
棡原地区登下 9
甲東地区和見 38
秋山地区金山 10

※停電はすべて復旧しています。

■ 孤立集落
地 区 名 世帯数
西原地区阿寺沢・
平 野 田・ 腰 掛 23
棡原地区小棡・小伏 11
甲東地区棚頭 4
巌 地 区 千 足 20

※孤立集落はすべて解消しています。

■ 農業施設被害状況
項 目 件数
全 壊 54
半 壊 6
一 部 損 壊 8

※農業用器具倉庫の被害数
は含まれていません。

※主な経過は、市災害対策本部に報告があった情報などを基に掲載
※日時は、市災害対策本部に報告があった時間を掲載

●　災害救助法適用
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ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
、
カ
ー
ポ
ー

ト
な
ど
の
損
壊
も
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
各
所
で
停
電
や
断
水
が

発
生
し
、
道
路
の
除
雪
の
遅
れ
か
ら
復

旧
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

市
の
災
害
対
応
と
市
内
の
被
害
状
況

は
、
次
の
頁
の
と
お
り
で
す
。

（甲府地方気象台発表資料をもとに作成）

（甲府地方気象台発表資料をもとに作成）

写真左）立山・黒部アルペンルートを思わせる雪の回廊（秋山地区内）
写真右）北陸や東北の豪雪地帯を思わせる積雪（西原地区田和・上平）

ま
た
、
2
月
14
日（
金
）
午
前
6
時
〜

15
日（
土
）
正
午
の
降
水
量
は
、
東
部
・

富
士
五
湖
や
峡
南
地
域
を
中
心
に

1
0
0
㎜
を
超
え
ま
し
た
。
市
で
は

1
3
2
・
0
㎜
（
資
料
不
足
値
含
む
）

を
観
測
し
、
県
内
の
各
観
測
地
点（
雪
で

観
測
で
き
な
か
っ
た
地
点
を
除
く
）の
な

か
で
山
中
の
1
5
4
・
5
㎜
に
次
ぐ
2

番
目
の
降
水
量
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

市
内
の
積
雪
は
、
1
0
4
㎝
（
市
消
防

署
観
測
）を
記
録
し
、2
月
8
日（
土
）に

記
録
し
た
66
㎝
の
大
雪
を
は
る
か
に
超

え
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

（
甲
府
地
方
気
象
台
発
表
資
料
参
考
）

市
内
の
被
害
状
況

市
内
で
は
、
家
屋
の
全
壊
や
半
壊
、

2 月 14 日（金）

2 月 15 日（土）

● 9:37　山梨県防災危機管理課と自衛隊派遣について協議・要請

● 5:12　JR 中央本線（高尾〜小淵沢間）始発から運転見合わせ、
　　　　 中央自動車道（高井戸〜中津川間）上下線通行止め

雪害の教訓
どう活

い

かすか ! !
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起２
記録的な大雪により交通網が遮断され『陸の孤島』と化した上野原市で、
あの時何が起きていたのか、各地区に住むみなさんに話を聞きました。

　　起きたら、私は驚きました。一尺（約 30
㎝）積もれば大雪だと言われていた地域ですか
ら、腰の上まで積もった積雪は、90 年以上生き
てきたなかでも経験がありません。唯一の生活
道路は、なだれの影響で寸断されていると息子
から聞きました。このような時、急に体調を崩
したりしたらと思うと、ぞっとしました。今回は、
水や電気が通っていたので、それほど厳しい環
境でありませんでしたが、倒木などで電線が切
れていたらと思うと怖くなりました。

孤立集落

降
ふ る や

矢義
よしまろ

麿さん（90 歳）
西原地区腰掛在住

ヤマザキショップ須賀屋

青
あ お き

木光
みつあき

昭さん（68 歳）
上野原地区新三在住

こんな大雪は
初めての経験

　　ン、牛乳、卵などの食料品を並べる棚は、あっ
という間に空になりました。私が経営する店に
は、15日〜18日の 4 日間、商品が入荷すること
がありませんでした。5 日目になっても、食料
品を中心に不足する状態が続きました。しかし、
地元の商店などでは、保存食品などの在庫を多
く抱えていたり、店舗と自宅が一緒で 24 時間対
応できるなど、今回のような緊急時に保存食品
を提供することができます。私は、災害時に地
元商店が果たす役割が大きいと感じました。

　　たちは、長野県に行く予定でした。14 日の夜、
中央自動車道が通行止めとなり、相模湖インター
チェンジで降りることになりました。ここで待ち受
けていたのが、車の立ち往生です。深い雪にタイヤ
がはまり、多くの車が身動きのとれない状態でした。
なんとか上野原市までたどり着いたのですが、結局、
電車が動き出した 17 日の夜まで上野原市の避難所
に身を寄せることになりました。今思えば、スタッ
ドレスタイヤだから大丈夫だと雪を甘く考えていた
と思います。

帰宅困難
はじめての、
避難所生活

塚
つかもと

本修
しゅういち

一さん（36 歳）

金
かねまる

丸知
と も こ

子さん（33 歳）
東京都北区在住

食料品不足

断水（西原地区扁盃・下城）

停電（棡原地区大垣外向）

停電（甲東地区和見）

断水（秋山地区中部地域）

停電（秋山地区金山）

孤立集落（棡原地区小棡）

孤立集落（甲東地区棚頭）

なだれ（県道上野原丹波山線など山間部の道路を
中心に斜面から雪が崩れ道路をふさぐ）

トラック立ち往生（新町二丁目交差点付近）

停電（棡原地区登下）

帰宅困難者（四方津駅118名）

ドクターヘリ発着（県立中央病院 2 名搬送）

野
のぶしいちろう

伏市郎さん（60 歳）（右）

守
も り や

屋 剛
つよし

さん（42 歳）（左）

上野原地区本二在住

　　工透析のために市立病院へ行かなければなら
ない方がいると民生委員さんから聞いたのは、15
日の朝でした。人口透析ができないと、死につな
がると知っていた私たちは、命を助けたいという
想いで、必死に近所のみなさんと除雪を行いまし
た。やっと患者さんを運びだすだけの道を除雪し、
担架に乗せて運びました。しかし、介護タクシー
を待っている間に顔色が悪くなり、身体が冷たく
なってきたので、必死で患者さんの身体を温めま
した。無事、病院に搬送できて安心しました。

①なだれでふさがれた西原地区の腰
掛林道、②救急車の走行を支援する
ブルドーザー、③国道に立ち往生し
たトラックは除雪の妨げとなり、復
旧に支障をきたしました。

繋
が
っ
た

　
命
の
リ
レ
ー

　
産
予
定
日
は
、
19
日
で
し
た
。

　
14
日
は
、
大
雪
に
な
る
と
聞
い
て
い

た
の
で
、
念
の
た
め
、
私
の
実
家
の
西
原
地

区
か
ら
妻
の
実
家
の
上
野
原
地
区
に
身
を

寄
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
15
日
の
朝
、
妻

に
出
産
の
兆
候
が
見
ら
れ
た
の
で
、
病
院

に
連
れ
て
行
こ
う
と
玄
関
を
開
け
ま
し
た
。

そ
の
時
、
雪
の
壁
を
見
た
私
は

驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
車
を
出

そ
う
と
必
死
で
除
雪
し
ま
し
た

が
、
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
と
判

断
し
て
救
急
隊
を
呼
び
ま
し
た
。

そ
の
時
は
、
救
急
隊
な
ど
と
相

談
し
様
子
を
見
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
午
後
3
時
ご
ろ
、
妻
の

身
体
や
子
ど
も
の
状
態
を
考
慮
し

て
再
度
救
急
隊
の
方
と
相
談
し
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
県
立
中
央
病
院

に
搬
送
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

無
事
に
長
女
の
理
利
花
を
出
産

で
き
た
の
も
、
常
に
電
話
で
妻
の

様
態
を
確
認
し
て
く
れ
た
主
治
医

や
看
護
師
、
救
急
隊
員
、
そ
し
て

救
急
車
が
走
行
す
る
道
を
除
雪
し
て
く
れ

た
建
設
業
者
さ
ん
、
私
た
ち
の
知
ら
な
い

と
こ
ろ
で
、
道
路
の
除
雪
を
し
て
く
れ
た

方
な
ど
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
助
け
に
よ

り
大
切
な
命
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ド ク タ ー ヘ リ
緊急搬送

あの時、
市内で何が起きていたか

地元商店が果たす
役割

患者搬送
『助けたい』という
想いで

人朝私

出

パ

長
お さ だ

田菊
きくいちろう

一郎・久
く み こ
美子さん

理
り り か
利花ちゃん

西原地区初戸在住

人工透析

孤立集落（棡原地区小伏）

東京都

神奈川県

孤立集落（巌地区千足）

避難所開設（市役所）

山梨県

国道 20 号線

青色の路線は除雪済、黒色の路線は
未除雪を示しています（中央自動車道除く）
※除雪状況は、災害対策本部に報告のあった
情報をもとに作成（2月18日（火）正午時点）

秋山地区

島田地区

大目地区
甲東地区

大鶴地区 上野原地区

西原地区

棡原地区

巌地区

１

２

３

孤立集落【写真①】
（西原地区阿寺沢・平野田・腰掛）

大月市
上野原市

【写真②】

トラック立ち往生（上野原高校入口交差点付近）【写真③】

雪害の教訓
どう活

い

かすか ! !
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支写真説明
①新町二丁目交差点で立
ち往生していた大型トラ
ック２台を道路外に移動
させるために集まった地
域のみなさん。この交差
点の開通は、緊急車両の
通行などに、とても重要
な役割を果たしました。
②生活道路の除雪を協力
して行う地域のみなさ
ん。市内各地でこのよう
な光景を見ることができ
ました。③ 17 日から 3
日間、上野原駅周辺や商
店街沿いの国道 20 号線
の除雪を行う日大明誠高
校野球部のみなさん。④
民生委員や市職員は、電
話や直接訪問して独居老
人の安否確認などを行い
ました。⑤もみじホール
の避難所では、カレーや
豚汁などの炊き出しを行
いました。
※この他にも、市内各所
で、支え合い、互いに協
力し合う市民のみなさん
の様子を見ることができ
ました。

地域を支えた力３

　　害ボランティアセンターに登録した理由は、除
雪のできないお年寄りや体の不自由な方がいると聞
き、このような方の役に立てればと思ったからです。
活動の内容は、主に除雪でした。私は、この活動が
救急搬送などをスムーズに行うためにも重要な意味
があると感じました。

想定外の雪害を乗り越えるため、多くのみなさんが、市内各所で支え合い、
優しい心を持って雪害の対応や復旧作業にあたりました。また、市外から
も多くの支援がありました。その復旧作業や支援の一部を報告します。

臼
う す い

井勇
は や と

人さん
上野原高校 3 年

　　たちは、昨年上野原市と小菅村とで締結した「災
害時相互応援協定」にもとづき、アルファ米などの
備蓄食料 5000 食分を運びました。今回の支援によ
って、協定が相互にとって実効性のあることを確認
できたとともに、両市の関係がこれまで以上に強化
されたことを実感しています。

　　回派遣された自衛隊の任務は、主に国道20号線
の除雪作業や孤立集落の視察、物資搬送などでした。
私は、除雪重機の操作手として、夜を徹して活動し
ました。復旧作業は、厳しい環境のなかで行われま
したが、市民のみなさんからの励ましやおにぎりの
差し入れなどの支えにより、任務を遂行できました。

▲スキー用具を準備する自衛隊員▲支援物資を運び込む狛江市職員▲ボランティア活動の様子

髙
た か せ

瀬 剛
つよし

さん（左）

山
やまだりゅうじ

田龍二さん（右）
狛江市安心安全課職員

災
害
時
に
生
き
る

地
域
力

　
日
の
夜
、
四
方
津
駅
で
1
1
8
名 

　
　
が
電
車
に
取
り
残
さ
れ
、
帰
宅
困
難

な
状
況
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

私
た
ち
奥
平
青
年
会
は
、
何
か
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、
帰
宅
困
難

者
に
食
事
な
ど
の
提
供
を
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。

物
流
が
ス
ト
ッ
プ
し
市
内
の
ス

ー
パ
ー
な
ど
で
は
、
食
料
品
が
少

な
い
状
況
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
メ
ン
バ
ー
の
家
に
あ
る
野
菜
や

味
噌
な
ど
の
食
材
を
持
ち
寄
り
、

2
0
0
食
程
度
の
『
す
い
と
ん
』

な
ど
を
つ
く
り
、
帰
宅
困
難
者
に

振
る
舞
い
ま
し
た
。

私
た
ち
が
、
こ
の
よ
う
に
迅
速

な
対
応
が
で
き
た
の
も
、
地
域
の

行
事
な
ど
で
炊
き
出
し
を
行
っ
た

り
、
メ
ン
バ
ー
同
志
の
交
流
を
深

め
て
い
た
か
ら
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
近
年
、
地
域
の
行
事
も
減
少

し
近
所
付
き
合
い
も
希
薄
化
し
て

い
る
と
聞
き
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
よ
う
に
交
通

網
が
遮
断
さ
れ
物
流
が
ス
ト
ッ
プ

し
、
外
部
か
ら
の
支
援
も
受
け
ら
れ
な
い

状
況
を
考
え
れ
ば
、
私
た
ち
が
日
ご
ろ
か

ら
行
っ
て
い
る
活
動
が
、
災
害
時
に
生
き

て
く
る
と
感
じ
ま
し
た
。

湯
ゆ か わ

川高
た か し

司さん
自衛隊北富士駐屯地
第 1 特科隊第 3 中隊
3 等陸曹

　　野原高校入口交差点付近で立ち往生していた
トラックの運転手から、避難所に食料品の提供が
ありました。これは、交通網のまひ状態により食
料品の運搬が不可能と判断した㈱シャトレーゼや
㈱中部食品などが、雪害で苦労するみなさんで食
べて欲しいと市に無償提供したものです。

１

２ ３

４５

自衛隊災害派遣災害時相互応援協定
（東京都狛江市）

災害ボランティア
配送中の食料品を無償提供

こんなことも
ありました

帰宅困難者を
おもてなし
奥

おくだいらせいねんかい
平青年会の

みなさん（巌地区四方津）

15

私災 今上

雪害の教訓
どう活

い

かすか ! !
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活４ 雪害の教訓を活
い

かす

雪
害
の
教
訓
を

　
次
へ
と
繋
げ
る

1
0
0
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

の
大
雪
を
経
験
し
た
上
野
原
市
。
み
な

さ
ん
は
、
こ
の
記
録
的
な
大
雪
が
こ
れ

ほ
ど
ま
で
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す

と
は
、
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ま
さ
に『
想
定
外
』と
は
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
言
う
の
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
こ
の
想
定
外
の
災
害
の
な

か
で
も
、
み
な
さ
ん
は
互
い
に
協
力
し

て
除
雪
を
行
い
、
立
ち
往
生
し
た
車
や

ト
ラ
ッ
ク
を
救
助
し
、
帰
宅
困
難
者
を

も
て
な
し
、
急
病
人
や
独
居
老
人
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
お

互
い
に
支
え
合
う『
共
助
』の
精
神
が
働

い
た
と
い
う
こ
と
。
上
野
原
に
は
、『
地

域
力
』
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

や
台
風
な
ど
に
よ
る
集
中
豪
雨
な
ど
、

多
く
の
災
害
や
想
定
外
の
事
態
が
起
こ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
自
然
災

害
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、
今
よ
り

も
さ
ら
に
地
域
力
を
高
め
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

雪
が
解
け
春
を
迎
え
る
と
、
雪
害
の

記
憶
も
薄
ら
ぐ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
も『
雪
害
の
教
訓
』を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
い
つ
く
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
に
備
え
、
防
災
力
を
高
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

自
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携

今
回
の
雪
害
で
感
じ
た
こ
と
は
、
緊

急
輸
送
路
（
中
央
自
動
車
道
、
国
道
20

号
線
、
主
要
地
方
道
）
の
通
行
止
め
が

い
か
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
か
と
い

う
点
で
す
。
仮
に
、
広
域
的
な
災
害
が

発
生
し
、
外
部
か
ら
の
支
援
も
望
め
な

い
状
況
に
な
れ
ば
、
今
回
よ
り
さ
ら
に

食
料
品
や
燃
料
な
ど
の
物
資
が
不
足
し
、

窮
地
に
立
た
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
私
は
、

上
野
原
の
地
域
だ
け
で
一
定
期
間
を
し

の
ぐ
た
め
の
自
活
力
が
必
要
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
こ
の
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、

も
う
一
度
、
防
災
、
減
災
の
基
本
と
な

る
『
自
助
・
共
助
・
公
助
』を
見
つ
め
直

す
必
要
が
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
災
害
で
は
、『
遠
く
の

親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
』
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
近
く
に
住
む
方
の
協
力
や
地

域
の
つ
な
が
り
を
み
な
さ
ん
も
強
く
感

じ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
東
日

本
大
震
災
の
と
き
も
そ
う
で
し
た
が
、

公
助
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ

か
ら
近
所
同
士
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
、
共
助
の
力
を
高
め
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
私
は
先
ほ
ど
、
公
助
に
も
限

界
が
あ
る
と
言
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

行
政
は
、
自
助
、
共
助
に
頼
り
過
ぎ
る

こ
と
な
く
、
緊
急
輸
送
路
の
確
保
や
情

報
発
信
の
方
法
、
国
、
県
、
関
係
機
関

と
の
連
動
な
ど
、
今
回
の
雪
害
の
教
訓

を
生
か
し
た
防
災
対
策
に
取
り
組
み
公

助
の
力
を
高
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
私
た
ち
は
、
自
助
・
共
助
・

公
助
の
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
高
め
、
連
携

し
て
い
く
こ
と
が
、
災
害
を
乗
り
越
え

る
た
め
に
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

試される
　　　防災力

今回経験した「想定外の大雪」から私たちは多くのことを学んだと思い
ます。雪害の教訓をどう生かすか、市総務部の佐藤危機管理監に話を聞
きました。

市総務部　
危機管理監　佐

さ と う
藤邦

くにひこ
彦　

写真説明（中央写真右上から時計回り）
いち早く帰宅困難者にお風呂やトイレを
貸した大神田政長さん／新二交差点で立
ち往生したトラックを移動させるため
に、多くの方に協力を仰いだ植松正弘さ
ん／孤立集落内で必死に道路の除雪をす
る久島勝義さん／雪害の記録を後世に伝
えるため市内の様子を撮影する UBC の
荒井一丸さん／国道の除雪をする明誠高校野球部員／雪害時でも移動販売
車で食料品を運んだ藤本正則さん／上野原の断水を防ぐため、棡原地区
三二山の取水口につまった雪を川に入って取り除いた水道企業団に施設管
理を委託されている㈱明電社の加藤勝己さん／この他にも、多くのみなさ
んが上野原市を支えました。

雪害の教訓
どう活

い

かすか ! !

Profile
上野原市秋山地区在住、昭和 55 年 10
月に旧秋山村入庁。合併後は、市福祉部
門の課長を務め、平成 24 年度に市総務
部の危機管理監に就任する。その後、地
域防災計画の見直しや今回の雪害などの
対応にあたる。
現在、防災協定などの締結を進め、神縄・
国府津 – 松田断層帯地震や南海トラフ巨
大地震などの広域的な災害も想定した防
災力の向上に努めている。

屋根からの落雪による事故を防ぐため、屋根の雪を落とす家主（写真左）、互いに協力して生活道路を除雪する二人（写真
中央）、孤立集落となった巌地区千足に食料品を届けるため、なだれの危険性がある道を進む市職員と区長、副区長（写真右）
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非常食

水

生活用品

工具類

そのまま食べられるか、簡単な調
理で食べられるもの。醤油や味噌
などの調味料があると便利

飲料水と生活用水を用意 !! 飲料水
は 1 人 1 日 3 リットルが目安。風
呂の残り湯は生活用水として利用

カセットコンロとガスボンベ、毛
布、衣類、トイレットペーパー、
ビニール袋、生理用品など

救出活動に使うために、ロープや
スコップ、バール、のこぎり、車
のジャッキなど

罹
り さ い

災証明書、被災証明書

各種被災者支援制度

災害関連情報災害に備えよう
非常持出品・備蓄品の準備は、防災対策の基本です。リストを参考に家
族構成に合わせて準備しましょう。また、定期的に食品の賞味期限や電
化製品の故障がないかをチェックすることも忘れずにしましょう。

ヘルメット・防災ずきん

非常
持出品

非常
備蓄品

避難するときに持ち出す最小
限の必需品です。あまり重いと

避難に支障が出るので、必要最小
限のものをまとめ、すぐに取り出せ
るところに保管しておきましょう。

災害復旧までの数日間を自足
するためのものです。最低で

も 3 日間は自足できるだけの量
を用意しましょう。

落下物から頭を守るための必需品
を必ず家族の人数分用意 !!

停電時や夜間の移動に欠かせないの
で、可能な限り一人ひとつずつ用意 !!
電池も少し多めに用意すれば安心

小型で軽く、FM と AM の両方を
聴けるものがよい
※自家発電式が理想的です。

乾パンやアルファ米（水必要）など、
火を通さずに食べられるものを用意

持ち運びに便利なペットボトル入り
を用意

キズ薬、ばんそうこう、解熱剤、風
邪薬、胃腸薬などや医師から渡され
ている薬があれば用意

預貯金通帳と印鑑、カード類、健康
保険証など、現金は紙幣だけでなく
公衆電話用として 10 円玉も用意

衣類、軍手、ナイフ、ライター、缶
切り、携帯トイレなど

懐中電灯・予備電池

携帯ラジオ

非常食

水

救急医薬品・常備薬

貴重品

生活用品

家族構成に合わせた準備
非常持出品・備蓄品は、マニュアルど
おりの物だけでは足りません。家族の
人数分をそろえることはもちろん、家
族構成に合わせたものを用意する必要
があります。
みなさんも、災害に備え何が必要か考
えてみましょう。

乳幼児がいる家庭
粉ミルク、ほ乳びん、おむつ、離乳食、スプーンなど

妊婦がいる家庭
脱脂綿、ガーゼ、さらし、T 字帯、母子手帳など

要介護者がいる家庭
おむつ、ティッシュ、補助具の予備、常備薬など

市では、今回の雪害発生後、おおむね 1 か月以内についての現地
被災状況調査を行っています。また、この調査をもとに、被災さ
れた方の申請により罹

り さ い
災証明書や被災証明書を発行しました。

罹
り さ い

災証明書とは、自然災害などにより、家屋が破損した場合に、
その内容を証明するものです。
被災証明書は、罹

り さ い
災証明が対象としない家屋以外（カーポート・

門など）の被災を証明するものです。
●問い合わせ　税務課課税担当（☎ 62-3112）

　　　

罹
りさい

災証明書や被災

証明書は、各種支援制度

や保険金　（総合保険など）の請

求などの手続きで必要となるこ

とがあります。ご加入の保険

会社などにあらかじめ確認

しましょう！！

このサービスは、放送した防災行政無線の内容
を電話で確認できるサービスです。うえの電話
番号にダイヤルすれば、最後に放送された内容
を聞くことができます。
※通話料金は自己負担です。

※災害情報は、この他にも市や県などのホーム
ページ、テレビ、ラジオなどからも確認できます。
災害時は、自分にあった手段で情報収集につと
めましょう。

防災行政無線応答サービス
☎ 0554–63–2384行政防災うえのはらメール

市の防災情報が
あなたの携帯電話などに届きます

市では、携帯電話やパソコンへの登録制のメール配信サ
ービスを行っています。詳しくは、市のホームページを
ご覧いただくか、お問い合わせください。

【登録方法】下の登録用 QR コードを読み取るか、「やま
なしくらしネット」ホームページ登録画面から登録して
ください。

登録用 QR コード、
ホームページ
インターネットで『やまなしくらしネット　メールマ
ガジン一覧』を検索し、『行政防災うえのはらメール』
の『配信申込』をクリックしてください !!

■問い合わせ　総務課行政防災担当（☎ 62-3117）

《生活関連支援》
■災害援護資金
　貸付（融資）、据置期間 3 年、利率 3％、償還期間 10 年　　※適用には条件があります。
　問い合わせ　福祉課福祉総務担当（☎ 62-3115）

《農業関連施設支援》
■被災農業者向け経営体育成支援事業
　平成 25 年 11 月以降の大雪による農業被害により被災した農業者に対して、
　農産物の生産に必要な施設の復旧および施設の撤去などを緊急的に支援する。
　対象者：地方公共団体による支援や融資を受けて、被災施設の復旧や倒壊したビニールハウスなど
　　　　　の撤去を行うことにより農業経営を継続しようとする農業者
　※補助の内容や手続方法などの詳細は、お問い合わせください。
　問い合わせ　経済課農村地域づくり担当（☎ 62-3119）

※今回の雪害にともない、生活で困ったことや農業施設の復旧などで相談したいことなど
　ありましたら、気軽に担当課にお問い合わせください。
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新
地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
く

市
の
財
務
書
類
【
平
成
24
年
度
決
算
】

　
　
　
　
〜
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら
見
た
市
の
姿
〜

市
で
は
、
民
間
企
業
の
会
計
手
法
を
取
り
入
れ
た

「
新
地
方
公
会
計
制
度
」
に
基
づ
く
財
務
書
類
4
表

を
作
成
し
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
普
通
会
計
（
一
般
会
計
・
教
育
奨
励

資
金
特
別
会
計
）
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

貸借対照表とは、年度末時点で市が保有する資産とその財源となった負債や純
資産を表した財務書類です。
資産【100％】
市が保有している資産（単位：千円）

1. 公共資産 49,246,262
・有形固定資産
・売却可能資産

49,175,098
71,164

2. 投資等 9,539,452
・投資及び出資金
・貸付金
・基金等
・長期延滞債権
・回収不能見込額

7,082,198
8,839

2,290,708
283,193

△ 125,486
3. 流動資産 2,662,245
・現金預金
　（うち歳計現金）
・未収金

2,585,632
（292,014）

76,613
資産合計 61,447,959

負債【27.1％】
将来世代が負担する額（単位：千円）

1. 固定負債 14,817,809
・地方債
・退職手当引当金

12,119,041
2,698,768

2. 流動負債 1,856,277
・翌年度償還予定地方債
・賞与引当金

1,740,105
116,172

負債合計 16,674,086

純資産【72.9％】
これまでの世代が負担した額

純資産合計
資産形成に使った市
税や国県補助金等

44,773,873

経常行政コスト【a】 9,689,508
1. 人にかかるコスト
2. 物にかかるコスト
3. 移転支出的なコスト
4. その他コスト

2,045,207
3,806,543
3,583,533

254,225
経常収益【b】 318,375
・使用料、手数料
・分担金、負担金、寄附金

222,237
96,138

純経常行政コスト【a-b】9,371,133

4. 資金収支計算書
資金収支計算書とは、1 年間の現金の収入と支出をその性質に応

じて 3 つに区分し表した財務書類です。（単位：千円）
期首資産残高 202,019
1. 経常的収支額 2,651,916
収入（市税、地方交付税など）
支出（人件費、社会保障給付など）

9,945,993
7,294,077

2．公共資産整備収支額 △ 338,862
収入（国県補助金、地方債発行など）
支出（公共資産整備支出など）

1,235,512
1,574,374

3．投資・財務的収支額 △ 2,223,059
収入（国県補助金、公共資産等売却収入など）
支出（基金積立金、地方債償還など）

64,214
2,287,273

期末資金残高（＝貸借対照表「歳計現金」） 292,014

1 貸借対照表（バランスシート）

2. 行政コスト計算書

期首純資産残高 44,621,316

・純経常行政コスト
・一般財源
　（市税、地方交付税など）
・国県補助金
・その他

△ 9,371,133
7,778,114

1,757,565
△ 11,989

期末純資産残高
（＝貸借対照表「純資産合計」）

44,773,873

3. 純資産変動計算書

これからも、みなさんに親
しまれる行政放送や広報紙
づくりに努めていきます。

上
野
原
市
の
3
作
品
が

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に

推
薦
さ
れ
ま
し
た

平
成
25
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
に
発

行
・
放
送
さ
れ
た
広
報
紙
や
広
報
番
組
、

一
枚
写
真
、組
み
写
真
を
審
査
す
る
「
平

成
25
年
山
梨
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
」
が

こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、広
報
紙
市
部
で
「
広

報
う
え
の
は
ら
8
月
号
」
が
、
1
枚
写

真
の
部
で
「
広
報
う
え
の
は
ら
11
月
号

表
紙
」
が
、
映
像
部
門
で
「
消
防
航
空

隊
員
小
林
茂
明
隊
員
」
が
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
映
像
部
門
で
は
、「
富
士

の
国
や
ま
な
し
じ
ょ
い
ソ
ー
ラ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
優
秀
賞
、
組
み
写
真

の
部
門
で
は
、「
広
報
う
え
の
は
ら
5

月
号
2
〜
3
頁
」
が
奨
励
賞
に
選
ば
れ

る
な
ど
、
全
4
部
門
で
5
作
品
が
入
選

し
ま
し
た
。

今
後
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
3
作

品
は
、
山
梨
県
代
表
と
し
て
全
国
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
企
画
課
政
策
推
進
担

当
（
☎
62

−

3
1
1
8
）

山梨県広報コンクール全４部門で入選 !!　
3 部門で最優秀賞受賞 !!

最優秀賞

行政放送特別番組
「消防防災ヘリと小林茂明
航空隊員 〜山梨県消防
防災航空隊〜」

最優秀賞

広報うえのはら 8 月号

特集「屠
とりゅう

龍〜つなげる想い〜」

全国広報コンクール
山梨県代表決定

広報紙部門【市部】

映像部門

入選作品紹介

最優秀賞

広報うえのはら 11 月号
表紙

「心和む、行灯の光 ふる
さとの、温もりを感じる」

写真部門【一枚写真】

奨励賞

広報うえのはら５月号
2–３頁

「じょいそーらん
フェスティバル」

写真部門【組写真】

全国広報コンクール
山梨県代表決定

全国広報コンクール
山梨県代表決定

優秀賞

行政放送特別番組
「富士の国やまなし
国文祭
 〜じょいそーらん
フェスティバル〜 」

映像部門

［財務書類作成モデル］
総務省方式改訂モデル
●問い合わせ　
　企画課財政担当（☎ 62-3118）

　　　

詳細は、市ホーム

ページをご覧ください。

なお、ホームページをご覧に

なれない方は、印刷したもの

を用意してありますので、気

軽にお問い合わせくださ

い。　

行政コスト計算書とは、企業会計の
損益計算書にあたるもので、1 年間の
行政活動にかかったコストと、その対
価として得られた収益を対比した財務
書類です。（単位：千円）

純資産変動計算書とは、貸借対照表の
純資産が 1 年間でどのように変動した
かを表した財務書類です。
（単位：千円）

負債・純資産合計 61,447,959

山梨県代表
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E

組
織
変
更

市
で
は
、
行
政
改
革
の
一
環
と

し
て
、
効
率
的
な
組
織
運
営
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
4
月
1

日
か
ら
組
織
の
一
部
を
変
更
し
ま

し
た
。

◆
変
更
内
容

《
学
校
教
育
課
の
担
当
の
再
編
》

　
　
学
校
教
育
課
の
「
学
校
教
育

担
当
」
と
「
学
校
適
正
配
置
推

進
担
当
」
を
「
教
育
総
務
担
当
」

と
「
学
校
教
育
担
当
」
の
2
担

当
に
再
編
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ　
企
画
課
政
策
推

進
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
8
）

市役所の組織を変更しました

上水道・下水道使用料金における
消費税の取扱いのお知らせ

平成２６年４月１日から施行される消費税法および地方消費税法の改正にと
もない、上水道・下水道使用料金の消費税の課税適用が次のとおりとなります。

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」の

お
礼
の
品
が
変
わ
り
ま
す

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で
1
万
円
以
上
の
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
に
、

つ
ぎ
の
A
〜
I
の
中
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
お
礼
の
品
を
用
意
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利
用
し
て
、上
野
原
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

■消費税の取扱早見表
2 月 3 月 4 月 ５月 ６月

4 月検針 ①

5 月検針 ②

6 月検針 ③

閉栓の場合
④
　⑤

開栓の場合

⑥
　
⑦
　
⑧

《継続的に使用されている方》
①４月検針分（平成２６年２月〜３月使用分）については、消費税率５％で計算します。
②５月検針分（平成２６年３月〜４月使用分）については、消費税率５％で計算します。
③６月検針分（平成２６年４月〜５月使用分）以降については、消費税率８％で計算します。

《4 月 1 日以降に閉栓される方（使用の中止）》
④４月に検針されたお客様で、検針以降に閉栓をされるときは、消費税率８％で計算します。
⑤３月に検針されたお客様で、４月中に閉栓をされたときは、消費税率５％で計算します。

《４月１日前に開栓される方（使用の開始）》
⑥奇数月検針のお客様で、３月検針以降に開栓されたときは、５月検針となりますので消費税率５％で計算します。
⑦偶数月検針のお客様は、４月検針分については、消費税率５％で計算します。

《４月１日以降に開栓される方（新たに水道の使用を始めたとき）》
⑧５月検針分（４月使用分）・６月検針分（４月〜５月使用分）は、消費税率８％で計算します。
■問い合わせ　東部広域水道企業団（☎ 22–0099）、建設課下水道担当（☎ 62–3145）

２月検針
4 月検針
税率 5％

3 月検針
5 月検針
税率 5％

税率 5％

4 月検針
税率 5％
閉栓

5 月検針
税率 5％

4 月検針 税率 5％

開栓
5 月検針
税率 8％

6 月検針
税率 8％

6 月検針
税率 8％4 月検針

3 月検針

税率 8％
6 月検針

税率 8％
閉栓

※「お礼の品」贈呈は、各年度につき
お一人様 1 回となります。

※季節限定の品物は、発送時期が遅く
なることがあります。

※「お礼の品」は、原則として地元企
業などから寄付者に送付します。市
では、発送企業などに寄付者の住所、
氏名、電話番号を提供しますのでご
了承ください。

※お礼の品の写真は、一例です。
●問い合わせ　
　企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

「新湯治場秋山温泉」ご優待券（ご家族5名様分）
+

上野原市特産品セット 上野原市満喫コース

清流桂川季節のたより 「長寿むら棡原（ゆずりはら）」
特産品セット

羽置きの里「びりゅう館」セット せいだのたまじ関連

談合坂 SA「やさい村」
新鮮野菜詰め合わせ

30 点以上ある商
品リストから、お
好みの商品を
5,000 円以内で選
択できます。
あなたの好みの商
品を組み合わせて
みては。

【提供】ファーマーズコモア（☎ 66-3601）

①平野田休養村　②緑と太陽の丘キャン
プ場　③秋山マス釣場　④秋山温泉施設
①〜④の共通利用券（5,000 円分）

A コース
冷凍あゆ（1kg）
冷凍ニジマス（1kg）
冷凍ヤマメ（1kg）

B コース
冷凍あゆ（1.5kg）
冷凍ヤマメ（1kg）

【提供】桂川漁協組合（☎ 63-0083）
 http://katuragawa.sakura.ne.jp/

A コース
長寿むら棡原みそ、
こんにゃくセット、
わさび漬など

B コース
ゆずワイン、にごりゆず
酎、長寿村のゆず酢など

A：瓶づめセット
西原のラー油でごはん、
生姜味噌、ブルーベリー
ジャムなど
B：穀物セット
もちきび、もちあわ、高
きび、アマランサス、そ
ば粉など
C：特産ミックスセット
西原のラー油でごはん、
生姜味噌、ゆずジャム、
高きびなど

【提供】羽置きの里「びりゅう館」（☎ 63-0083）
 http://www.biryukan.com/

神野ふれあい農園　1 年間使用権（30m2）
管理棟には、休憩室、更衣シャワー室完備、
農機具の貸し出しも可能

【提供】神野ふれあい農園（☎ 62-3119）
 HP は、市の HP から検索してください。

せいだ焼酎「芋大明神」（箱入り 2 本セット）
上野原産じゃがいも
100％使用、地元の
有機栽培グループに
所属する農家に特別
に栽培していただい
たジャガイモを使用
しています。

せいだのたまじ
キャラクター

「たまじまる」
T シャツ１着

季節の野菜
詰め合わせ（例）

【年 2 回発送】
春　フキ、ウドなど
夏　キュウリ、ナス、
　　ハーブなど
秋　里芋、ピーマン、
　　人参、葉生姜など
冬　種なしゆず、白菜、
　　銀杏、春菊など

【提供】談合坂 SA やさい村　
　　　  経済課（☎ 62-3119）

木製キーホルダー
（5 個組）

しいたけ原木植菌済
（45㎝×４本）

まな板（ヒノキ）1 枚

鍋敷き 1 枚
（樹種指定なし）

【提供】北都留森林組合（☎ 62-3330）
 http://www3.ocn.ne.jp/~kitaturu/

【提供】ふるさと長寿館（☎ 67-2910）
 HP は、市の HP から検索してください。

UENOHARA

BRAND

2014

A B

C D

F 手づくり野菜体験コース G

H I 山の恵み・森の香りセット

開栓

開栓

2

３

1

４
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上野原市障害者就労施設等からの
物品等の調達方針

新
巌
保
育
所
が
開
所
し
ま
す

市
が
建
設
を
進
め
て
い
た
新
巌
保
育
所

が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
新
巌
保

育
所
は
、
4
月
14
日
か
ら
開
所
し
ま
す
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
巌
保
育
所
の
開
所
時

間
の
変
更
や
新
た
な
事
業
が
開
始
さ
れ
ま

す
。

■ 

開
所
時
間　

《
平
日
》
午
前
７
時
〜
午
後
６
時

※
こ
の
開
所
時
間
は
、
託
児
を
含
め
た
保

育
時
間
で
す
。

※
延
長
保
育
は
、
午
後
６
時
〜
午
後
７
時

で
、
こ
れ
ま
で
よ
り
30
分
延
長
さ
れ
て

い
ま
す
。

※
延
長
保
育
料
は
、
午
後
６
時
〜
６
時
30
分

が
１
０
０
円
、
さ
ら
に
午
後
６
時
30
分

〜
午
後
７
時
が
２
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

《
土
曜
日
》
午
前
7
時
30
分
〜
午
後
２
時

■ 

巌
保
育
所
新
事
業

《
一
時
保
育
事
業
》

　
こ
の
事
業
は
、通
常
自
宅
な
ど
で
保
育

し
て
い
る
保
護
者
が
、冠
婚
葬
祭
、通
院
、

急
病
、育
児
疲
れ
の
解
消
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、保
育
が
困
難
と
な
る
乳
幼
児

を
一
時
的
に
保
育
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

●
申
込
方
法　
原
則
、
利
用
日
の
５
日
前

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
利
用
日
数　
１
か
月
に
10
日
以
内

※
緊
急
を
要
す
る
場
合
を
除
く
。

■ 

子
育
て
支
援
拠
点
セ
ン
タ
ー
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
地
域
に
お
い
て
子
育
て

親
子
の
交
流
を
行
う
場
所
を
提
供
し
、

相
談
・
援
助
、
子
育
て
関
連
情
報
の
提

供
、
子
育
て
に
関
す
る
講
習
会
な
ど
を

行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
子
育
て
支
援
担

当
（
☎
62

−

3
1
1
5
）

● 一時保育料
3 歳未満児 3 歳以上児

午 前 の 部 午前 8 時 30 分〜
午後 0 時 30 分 1,400 円 800 円

午 後 の 部 午後 0 時 30 分〜
午後 4 時 30 分 1,400 円 800 円

延 長 30 分あたり 200 円 150 円

食 事 代 1 食あたり 300 円

傷 害
保 険 料

1 年間（3月31日まで）
有効 700 円

上
野
原
市
障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら
の

物
品
等
の
調
達
方
針

こ
の
方
針
は
、
障
害
者
就
労
施
設
な
ど

が
取
り
扱
う
物
品
や
役
務
に
対
す
る
需
要

を
増
や
す
こ
と
で
、
障
害
者
の
就
労
の
機

会
を
拡
大
し
、
経
済
的
自
立
を
支
援
す
る

た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
毎
年
度
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
方
針
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
福
祉
課
、
秋
山
支

所
お
よ
び
各
出
張
所
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■ 

趣
旨　
市
の
す
べ
て
の
組
織
に
よ
り
、

障
害
者
就
労
施
設
な
ど
か
ら
の
物
品
お

よ
び
役
務
の
提
供
の
調
達
を
推
進
す
る
。

■ 

対
象
と
な
る
障
害
者
就
労
施
設
等

・
障
害
者
基
本
法
お
よ
び
障
害
者
の
日
常

生
活
お
よ
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支

援
す
る
た
め
の
法
律
に
定
め
る
事
業

所
・
施
設
な
ど

・
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
お
よ
び
施
行
令
に
定
め
る
障
害
者
を

多
数
雇
用
し
て
い
る
企
業

・
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
在
宅
就
業
障
害
者
な
ど

■ 

調
達
品
目

・
物
品
（
事
務
用
品
、食
料
品
、小
物
雑
貨
、

そ
の
他
の
物
品
）

・
役
務
（
印
刷
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
清
掃
・

施
設
管
理
、情
報
処
理
、そ
の
他
の
役
務
）

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
障
害
福
祉
担
当

（
☎
62

−

3
1
1
5
）

市では、『国等による障害者就労施設等からの物品等の調達の推進
に関する法律』に基づき、上野原市障害者就労施設などからの物品な
どの調達方針を定めています。

内容については、次のとおりです。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業

市
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
お
よ
び

居
住
環
境
の
向
上
を
目
的
に
、
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■
補
助
対
象　
次
の
項
目
す
べ
て
に
該
当

す
る
住
宅
お
よ
び
工
事

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
が
所
有
し
居
住
し

て
い
る
こ
と

・
居
住
部
分
に
対
す
る
必
須
工
事
を
一
部
以

上
含
む
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

・
市
内
の
事
業
者
（
法
人
ま
た
は
個
人
）
が

施
工
す
る
工
事

・
総
工
事
費
が
30
万
円
以
上
の
工
事

・
年
度
内
に
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
る
工
事

・
市
税
等
未
納
の
無
い
方
が
所
有
す
る
住
宅

・
過
去
に
同
補
助
を
受
け
た
こ
と
が
無
い
住
宅

※
申
込
以
前
に
着
工
し
た
工
事
は
対
象
外

で
す
。

※
住
宅
の
新
築
、
増
築
、
外
構
工
事
等
は

対
象
外
で
す
。

■
必
須
工
事

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
工
事

・
高
齢
者
等
対
応
設
備
設
置
工
事

・
断
熱
構
造
化
工
事

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
設
備
設
置
工
事

・
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策
工
事

・
耐
震
改
修
工
事

※
必
須
工
事
は
1
個
所
以
上
実
施
す
れ

ば
、
他
の
工
事
費
も
合
算
し
て
補
助
対

象
と
な
り
ま
す

※
必
須
工
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
し

込
み
時
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
金
額　
総
工
事
費
（
30
万
円
以
上
）

の
10
分
の
1
で
、
上
限
10
万
円

■
申
込
期
間　
4
月
1
日（
火
）〜
9
月
30

日（
火
）（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

※
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順
と
な
る
た

め
、
期
限
以
前
に
受
付
を
終
了
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
都
市
計
画
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
都
市
計
画
課
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
都
市
計
画
課
計
画
担
当　

（
☎
62

−

3
1
9
1
）

市
で
は
、「
元
気
い
き
い
き
教
室
」を
開

催
し
ま
す
。

■
対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳

以
上
の
要
介
護
等
認
定
を
受
け
て
い
な

い
方
、
膝
や
腰
の
痛
み
や
下
肢
が
弱
く

な
っ
て
い
る
が
、
主
治
医
か
ら
運
動
許

可
が
で
て
い
る
方

※
プ
ー
ル
運
動
コ
ー
ス
は
、
生
活
機
能
評

価
に
よ
り
、
一
次
予
防
、
二
次
予
防
に

わ
か
れ
ま
す
。
申
し
込
み
後
に
生
活
機

能
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
開
催
内
容　
週
1
回
3
か
月
間
（
1
コ

ー
ス
10
〜
12
回
）

《
室
内
運
動
コ
ー
ス
》　
椅
子
体
操
を
中
心

に
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
行
い
、
日
常
動

作
に
必
要
な
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
力
な
ど

を
養
い
ま
す
。

《
プ
ー
ル
運
動
コ
ー
ス
》　
水
の
特
性
（
浮

力
・
抵
抗
・
水
圧
）
に
よ
り
、膝
や
腰
へ

の
負
担
が
少
な
い
状
態
で
運
動
を
行

い
、筋
力
の
維
持
向
上
等
を
図
り
ま
す
。

《
室
内
＆
プ
ー
ル
運
動
コ
ー
ス
》　
室
内
運

動
と
プ
ー
ル
運
動
で
日
常
動
作
に
必
要

な
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
力
な
ど
を
養
い
、

膝
痛
予
防
、
腰
痛
予
防
、
転
倒
予
防
に

つ
な
げ
ま
す
。

■
送
迎　
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
家
用

車
ま
た
は
、
秋
山
温
泉
無
料
定
期
バ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
参
加
に
関
す
る
注
意
点　

・
介
護
予
防
を
重
点
的
に
行
う
必
要
の
あ

る
方（
二
次
予
防
対
象
者
）を
優
先
し

ま
す
。

・
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な

り
ま
す
。

■
申
込
方
法　
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
長

寿
健
康
課
高
齢
者
介
護
担
当
ま
た
は
、

秋
山
支
所
、
各
出
張
所
に
あ
る
利
用
申

請
書
に
よ
り
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切　
4
月
11
日（
金
）午
後
5
時

●
問
い
合
わ
せ　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
62

−

3
1
2
8
）

『
元
気
い
き
い
き
教
室
』の
開
催

■ 開催案内
コース名 日程 実施時間 定員 参加料

室内 & プール
運動コース

月曜日（10 回）

4/21 〜
6/30 午前 11 時〜

午後 1 時

各
コース
15 名

1 回
200 円
昼食代
500 円
※参加初
日に保険
料として
1,000 円
徴収しま
す。

室内運動コース
火曜日（12 回）

4/22 〜
7/22

プール
運動

コース

水曜日
（12回）

4/23 〜
7/9

一次予防
午後 0 時 30 分
〜 2 時
二次予防
午前 11 時〜
午後 1 時

木曜日
（12回）

4/24 〜
7/10

金曜日
（12回）

4/25 〜
7/11
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市 長 へ の 手 紙

らちこ

しもし
も

Ｈｏｔ　ｌｉｎｅ〜市長と市民のホットライン〜

市長室！！市長室！！
上野原市長　江口英雄

市長への手紙

　市では、市政に対する提案や要望、お礼など、み
なさんからのご意見を受け付けています。
　手紙の用紙と投函ボックスは、次の場所に設置し
てありますので、気軽にご利用ください。
　投函された手紙は、広報うえのはら『もしもしこ
ちら市長室 !!』でご紹介します。

■ 設置場所　
　市役所正面玄関入口（談話コーナー）
　教育委員会カウンター
■ 問い合わせ　
　企画課政策推進担当
　（☎ 62-3118）

市民のみなさんと
市長とのふれ愛トーク

■ 日時　4 月 24 日（木）午前 9 時〜 11 時
※毎月 1 回、2 時間を目安に開催しています。
■ 方法　1 人または 1 組（5 人程度）を対象として、対話時　
　間はおおむね 20 分間です。
■ 場所　市長室
■ 申込み・問い合わせ　
　企画課政策推進担当
　（☎ 62-3118）

大
雪
時
に

避
難
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

《
お
礼
》　

私
は
、
14
日
の
大
雪
の
時
、
仕
事
で

神
奈
川
県
か
ら
富
山
県
に
向
か
う
途
中

で
し
た
。

大
雪
の
影
響
で
、
身
動
き
の
取
れ
な

い
状
況
に
な
っ
た
私
は
、
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
の
方
か
ら
、
市
役
所
が
避
難
所

に
な
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

避
難
所
で
は
、
朝
、
昼
、
晩
と
食
事

を
い
た
だ
い
た
り
、
電
車
の
運
行
、
高

速
道
路
、
国
道
な
ど
の
状
況
を
教
え
て

い
た
だ
く
な
ど
、
と
て
も
親
切
に
対
応

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
私
は
避
難
所
生
活
を
送
る
こ

と
で
、
市
役
所
内
の
様
子
を
み
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
市
職
員
の
方
は
、
昼

夜
問
わ
ず
本
当
に
大
変
だ
と
思
い
ま
し

た
。
お
礼
の
言
い
よ
う
の
無
い
く
ら
い

感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市に寄せられた市長への手紙を紹介します。

ふれ愛トークの様子

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

全
力
で
取
り
組
み
ま
す

2
月
14
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
の
記

録
的
な
大
雪
は
、
家
屋
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
な
ど
の
倒
壊
、
停
電
や
断
水
な
ど

を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
交
通

網
の
遮
断
は
、
物
流
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、

市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
で

食
料
品
が
不
足
す
る
事
態
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
な
だ
れ
の
影
響
で
集
落

へ
通
じ
る
道
が
途
絶
え
、
孤
立
集
落
に

な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
な
ど
、
市
民
生
活

に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、

多
大
な
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
み
な

さ
ま
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
雪
害
で
は
、
多
く
の

み
な
さ
ん
が
上
野
原
市
を
支
え
ま
し
た
。

不
眠
不
休
で
除
雪
活
動
に
あ
た
っ
た
市

内
建
設
業
者
、
消
防
団
、
国
土
交
通
省

や
自
衛
隊
な
ど
の
み
な
さ
ん
、
独
居
の

お
年
寄
り
な
ど
に
き
め
細
や
か
な
対
応

を
行
っ
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主

任
児
童
委
員
の
み
な
さ
ん
な
ど
に
は
、

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
東
京

都
狛
江
市
か
ら
は
、
備
蓄
食
料
の
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
支
援
は
、

こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
と
て
も

力
強
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
団

体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
支

援
と
ご
協
力
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
み
な
さ
ん
に
支

え
ら
れ
た
上
野
原
市
で
す
が
、
私
は
、

今
回
の
雪
害
か
ら
、
多
く
の
課
題
が
見

え
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
物
資
の
確
保
で
す
。

当
市
は
、
山
間
地
に
位
置
す
る
こ
と
か

ら
主
要
道
路
が
通
行
で
き
な
く
な
る
と
、

食
料
品
を
は
じ
め
多
く
の
物
資
が
不
足

し
ま
す
。
ま
た
、
広
域
的
な
災
害
が
発

生
す
れ
ば
、
外
部
か
ら
の
支
援
も
遅
れ
、

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
も
、
い
か
に
物
資
を
確
保
す
る
か
を

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

二
つ
目
と
し
て
は
、
国
、
県
、
関
係

機
関
と
の
連
携
で
す
。
ど
う
し
て
も
市

だ
け
で
は
、
災
害
時
に
対
応
で
き
な
い

部
分
が
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
情
報

を
共
有
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に
、
ス
ム

ー
ズ
に
支
援
が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整

え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
多
く
の
こ
と
を
今
回

の
雪
害
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
、
今
回
の
雪
害
の
教
訓
を
市
の

防
災
力
の
向
上
に
繋
げ
、
み
な
さ
ん
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

雪
害
の
教
訓
を

防
災
力
の
向
上
に

繋
げ
ま
す

避難所の炊き出しの様子　
今月は、ここで紹介した市長への手紙以外にも、避難所開設に関す
るお礼の手紙が多数寄せられました。ありがとうございました。

上野原市長　江口英雄　

26 雪害を振り返る　
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成
23
年
度
国
保
医
療
費
分

　
析
デ
ー
タ
か
ら
、
疾
病
分

類
項
目
別
件
数
や
疾
病
分
類
項

目
別
医
療
費
を
見
る
と
、
上
位

3
位
以
内
に
高
血
圧
性
疾
患
や

糖
尿
病
が
入
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
定
健
診
の
結
果
を

見
る
と
、
H
b
A
１
c
と
収

縮
期
血
圧
で
基
準
値
を
上
回
る

方
の
割
合
が
、
山
梨
県
よ
り
高

く
な
っ
て
い
ま
す
（
表
1
）。

こ
れ
は
、
上
野
原
市
民
が
高

血
圧
や
糖
尿
病
に
な
る
確
率
が

県
内
の
中
で
も
高
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

市
の
特
定
健
診
を
受
け
た
方

で
、
H
b
A
１
c
と
収
縮
期

血
圧
が
基
準
値
を
上
回
る
人
の

中
に
は
、「
20
歳
の
時
か
ら
体

重
が
10　
kg
以
上
増
加
し
て
い

る
」
と
答
え
る
方
が
多
く
い
ま

す
。
体
重
の
増
加
と
糖
尿
病
や

高
血
圧
と
の
関
係
は
深
く
、
体

重
増
加
が
大
き
い
ほ
ど
、糖
尿
病
、

高
血
圧
等
の
有
病
率
が
高
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

今
は
若
い
か
ら
大
丈
夫
と
思
っ

て
い
る
方
も
、
油
断
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
今
の
生
活
習
慣
が
10
年

後
の
健
康
状
態
を
左
右
し
て
い
き

ま
す
。
10
年
後
も
元
気
で
生
活
す

る
た
め
に
は
、
今
の
生
活
習
慣
が

と
て
も
重
要
で
す
。

さ
て
、
今
年
度
の
健
康
家
族
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
「
適
正
体
重
の
維

持
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
生

活
習
慣
の
改
善
に
つ
な
が
る
内
容

を
中
心
に
連
載
し
て
い
き
ま
す
。

体
重
や
お
腹
周
り
が
気
に
な
る
方

は
も
ち
ろ
ん
、
住
民
の
み
な
さ
ん

に
身
近
な
情
報
提
供
の
場
と
し
て

発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
年
間

を
通
し
て
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

次
回
は
、適
正
体
重
に
つ
い
て
、

詳
し
く
お
伝
え
し
ま
す
。

生活習慣の
改善に努め
ましょう!!

（表1）特定健診結果（基準値を上回る方の割合）【単位：％】
HbA1c 収縮期血圧

上野原市 山梨県 上野原市 山梨県
平成22年度 68.9 55.2 45.3 37.4
平成23年度 63.8 54.0 45.9 37.8
平成24年度 61.1 57.9 47.2 36.0

※ HbA1c：過去 1 〜 2 か月の血糖の状態、高値だと
　糖尿病が疑われます。
※収縮期血圧：心臓がキュッと縮んで血液を送り出し
　た時の血管壁にかかる圧力のことです。

今
月
の
テ
ー
マ

『
10
年
後
の

　 

健
康
状
態
』

保健だより ●お問い合せ　長寿健康課保健担当（☎ 62-4134）

伝言板

保健師からのメッセージ　№20

う
え
の
は
ら
　

健
康
家
族

Healthy Life

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日 時	 毎週火曜日・木曜日（祝日除く）
	 午前 9時〜 11時
				　　　　※ 4月 17日（木）は、実施しません。
◎持 ち 物	 印鑑
◎場 所	 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等で都合のつかない方は、保健担当へお問い
合わせください。

★１日人間ドック
◎対 象 者	 35 歳以上 74歳以下の国民健康保険

加入者
	 75 歳以上の後期高齢者医療制度の被

保険者
◎検 診 料	 自己負担金　14,200 円
	 （昼食代含む・オプション検査は別途）
	 婦人科を受診される方は 16,400 円
	 （子宮がん 1,500 円・乳がん 700円）
◎申 込 み	 お早めに各実施機関に直接申し込み

ください。
※オプション検査・料金・実施日・送迎・持ち物な
ど、詳細は各実施機関へお問い合わせください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

実施機関 申込み・問い合わせ 送迎
上野原市立病院 0554-62-5121 なし

山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市） 0120-28-5592 一部あり

仁和会総合病院健診
センター（八王子市） 042-644-3721 なし

クアハウス石和（笛吹市） 055-263-7071 一部あり

★乳がん施設検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり、検診当日に

40歳以上の女性
◎検 診 料	 1,200 円
◎内 容	 マンモグラフィ 2方向検査
◎日 時	 毎週月・水・金曜日　午後2時〜4時

30分
◎医療機関	 上野原市立病院
◎申 込 み	 保健担当へ電話で申し込みください。

★乳幼児すこやか発達相談
◎日 時	 4 月 21日（月）予約制
◎対 象 者	 市内在住の就学前の子と保護者
◎申 込 み	 保健担当へ電話で申し込みください。

★乳幼児健診
実施日 該当児

3 〜 4
か 月 児

4月3日（木） H25 年 11 月 1 日〜 30 日生

5月1日（木） H25 年 12 月 1 日〜 31 日生

9 〜 10
か 月 児

4月3日（木） H25 年 6 月 1 日 〜 30 日 生

5月1日（木） H25 年 7 月 1 日 〜 31 日 生

1		歳
6か月児 4月15日（火） H24 年 9 月 1 日

　　　　 〜 10 月 15 日生

2	 歳	 児 4月 28日（月） H24 年 1 月 1 日
　　　　　　〜2 月 29 日生

3	 歳	 児 4月 30日（水） H23 年 3 月 1 日
　　　　　　〜4 月 30 日生

※詳細については、該当児にお知らせを郵送します。

★骨粗しょう症検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり、平成 27年 4

月 1 日までに 40 歳以上になる女性
◎検 診 料	 700 円
◎内 容	 医師の診察（問診）・骨塩定量検査
◎検 診 日	 4月15日（火）、5月20日（火）
※毎月第3火曜日（午後）の実施となります。
◎医療機関	 上野原市立病院
◎申 込 み	 直接、上野原市立病院（☎ 62-5121）

へ申し込みください。
※受付時間は、午後 1時〜 5時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

★子宮頸がん施設検診
◎対 象 者	 市内に住民登録のある 20 歳以上の

女性
◎検 診 料	 1,500 円
◎内 容	 子宮頸体部がん検診
◎医療機関	 上野原市：上野原市立病院
　	　　　　　大月市：武者医院、稚枝子おおつき
　　　　　　　　　　	　クリニック
　　　　　　	都 留 市 ：磯部医院、都留市立病院
※その他の医療機関を希望される方は保健担当にお
　問い合わせください（県内のみ）。

「不正大麻・けしの撲滅運動」
4 月 1 日〜 6 月 30 日は、不正大麻・けし撲滅運

動の実施期間です。
無許可のアサの栽培、所持などは、大麻取締法で

禁止されています。また、ケシ、アツミゲシ、ハカ
マオニゲシは、麻薬成分を含んでいるため栽培や所
持が禁止されています。

不正大麻や自生している大麻、けしを発見した場
合は、すみやかに保健所または警察署に連絡してく
ださい。

▼問い合わせ　県富士・東部保健福祉事務所衛生課
（☎ 0555-24-9033）

平

▲大麻の葉　　※県のホームページに、大麻などの見分
　　　　　　　　け方が掲載されています。
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『水質保全で未来により良い自然・生活環境を』

《浄化槽設置工事費の補助金》　
生活排水から水質を保全する方法は、下水道整備と合併浄

化槽の設置があります。市では、生活排水による公共用水域
の水質汚濁を防止するため、浄化槽設置工事費に対して補助
金を交付しています。

この補助制度には、公共下水道の認可区域を対象とした浄
化槽設置奨励補助金と下水道認可区域外を対象とした浄化槽
設置整備補助金の２種類があり、補助金額や申請手続が異な
ります。どちらの補助制度が該当するかは、建設課下水道担
当までお問い合わせください。

また、補助対象基数には限りがありますので、事前に確認
をお願いします。

●問い合わせ　建設課下水道担当（☎ 62-3123）

員
会
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

●
問
い
合
わ
せ　
市
文
化
協
会
芸

能
部
事
務
局 

河
内
（
☎
63

−
0
6
9
5
）

●
任
期　
委
嘱
し
た
日
〜
計
画
の

策
定
完
了
日

●
募
集
人
員　
7
名
程
度

●
応
募
締
切　
4
月
21
日（
月
）

●
応
募
方
法　
電
話
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

※
委
員
に
は
、
報
償
お
よ
び
交
通

費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

《
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

　
（
上
野
原
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
）》

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
平
成
17
年
6

月
に
策
定
さ
れ
、
人
権
尊
重
と
真

の
男
女
平
等
と
い
う
理
念
に
立
っ

て
、
男
女
が
お
互
い
を
尊
重
し
、

性
別
に
関
係
な
く
そ
の
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

す
。
引
き
続
き
学
生
納
付
特
例

を
希
望
さ
れ
る
方
は
必
要
事
項

を
記
入
し
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

■
平
成
24
・
25
年
度
分
の
申
請　

平
成
26
年
4
月
か
ら
の
申
請

は
、
過
去
2
年
（
2
年
1
か
月

前
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
分
の
申
請
を
さ
れ

る
方
は
、
平
成
26
年
5
月
末
日

ま
で
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

■
平
成
26
年
度
分
の
受
付

　
平
成
26
年
度
分
の
申
請
は
、
4

月
か
ら
受
付
開
始
と
な
り
ま

す
。
早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

■
平
成
26
年
度
中
に
20
歳
に
な
る

学
生

　
平
成
26
年
度
中
に
20
歳
に
な
る

学
生
で
学
生
納
付
特
例
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
誕
生
月（
1
日

生
ま
れ
の
方
は
前
月
）に
申
請

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
２

年
に
1
度
保
険
料
率
が
見
直
さ
れ

ま
す
。
今
回
、
平
成
26
・
27
年
度

の
保
険
料
率
を
改
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
26
年
度
の
保
険
料

額
は
、
前
年
中
の
所
得
が
確
定
し

た
後
で
決
定
し
ま
す
。

※
「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
は
、

7
月
中
旬
ご
ろ
に
送
付
す
る
予

定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合（
☎
0
5
5

−

2
3
6

−

5
6
7
1
）

国
民
年
金
に
加
入
の
学
生
に

は
、保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学

生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
者

　

本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下

で
、
対
象
と
な
る
学
校
に
在
籍

し
て
い
る
こ
と

■
平
成
25
年
度
に
学
生
納
付
特
例

が
承
認
さ
れ
た
方

　
平
成
25
年
度
に
学
生
納
付
特
例

申
請
書
を
提
出
し
、
2
月
中
旬

ま
で
に
承
認
さ
れ
た
方
で
、
平

成
26
年
度
以
降
も
引
き
続
き
在

学
予
定
の
方
に
は
、
4
月
初
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
申
請
書

（
は
が
き
形
式
）が
送
付
さ
れ
ま

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　
印
鑑
・
学
生
証
・
年
金
手
帳
お

よ
び
、
退
職
し
て
学
生
と
な
る

方
が
申
請
を
行
う
場
合
は
、
離

職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
等
の
写
し
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
日
本
年
金
機
構

大
月
年
金
事
務
所（
☎
22

−

3
8
1
1
）、
市
民
課
国
保
年

金
担
当（
☎
62

−

3
1
1
2
）

農
地
の
売
買
や
賃
借
な
ど
を
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
4
月
の
申
請
書
提
出
期
限

　
4
月
10
日（
木
）ま
で

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
☎
62

−

3
1
1
9
）

●
日
時　
4
月
29
日
（
火
・
祝
）

午
前
9
時

●
場
所　
八
重
山
登
山
口
駐
車
場

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
動
き
や

す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
八
重
山
ト
レ
イ

ル
レ
ー
ス
実
行
委
員
会
事
務
局

木
村
（
☎
63

−

1
0
4
0
）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

●
日
時　
5
月
9
日
（
金
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時
30
分

●
場
所　
市
役
所
会
議
室
Ｂ（
福

祉
課
横
）

●
相
談
内
容　

《
①
消
費
生
活
関
連
》
架
空
請
求
、

訪
問
販
売
等
の
消
費
ト
ラ
ブ

ル
、
多
重
債
務
な
ど

《
②
市
民
生
活
関
連
》
土
地
住
宅
、

相
続
な
ど

※
相
談
は
、
1
人
30
分
で
、
相
談

内
容
①
、
②
と
も
に
各
3
人
の

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
限
ら

れ
た
時
間
で
す
の
で
、
相
談
事

項
を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類

等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
予
約
期
間　

4
月
21
日（
月
）

〜
5
月
7
日（
水
）
先
着
順

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ　
生
活
環

境
課
生
活
環
境
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
4
）

●
日
時　
4
月
20
日（
日
）
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
3
時

●
場
所　
も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容　
舞
踊

※
当
日
、
来
場
さ
れ
た
お
年
寄
り

の
み
な
さ
ん
に
は
、
1
6
0
名

分
の
お
弁
当
と
お
茶
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。

●
後
援　
上
野
原
市
、
市
教
育
委

八
重
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
率
改
定
の
お
知
ら
せ

第
35
回
老
人
慰
安
芸
能
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の

実
現
を
目
指
す
も
の
で
、
上
野
原

市
に
お
け
る
推
進
策
を
市
民
の
視

点
か
ら
示
し
た
も
の
で
す
。

現
在
の
プ
ラ
ン
は
、
平
成
17
年

度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
10
年

間
を
計
画
期
間
と
し
て
お
り
、
平

成
26
年
度
末
ま
で
に
次
期
プ
ラ
ン

を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
総
務
課
行
政
防

災
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
7
）

●
日
時　
5
月
7
日（
水
）
〜
6

月
25
日
（
水
）
の
毎
週
水
曜
日

（
全
8
回
）、
午
前
10
時
〜
正
午

※
雨
天
中
止

●
場
所　
桂
川
テ
ニ
ス
場

●
定
員　
30
名（
先
着
順
）

●
申
込
期
限　
4
月
30
日（
水
）

●
対
象
者　
テ
ニ
ス
初
心
者
〜
中

級
者

●
参
加
費　
2
千
円（
保
険
料
・

ボ
ー
ル
代
）

※
初
回
の
開
催
時
に
集
金
し
ま
す
。

●
持
ち
物　
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ

※
貸
し
ラ
ケ
ッ
ト
あ
り

●
主
催　
上
野
原
テ
ニ
ス
協
会

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
社
会

教
育
課
社
会
教
育
担
当
（
☎

62

−

3
4
0
9
）

下水道を大切に
〜私たちにできること〜

市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す

学
生
納
付
特
例
の
申
請
の

お
知
ら
せ

無
料
法
律
相
談
の

お
知
ら
せ

〜 日本における下水道の歴史 〜
日本で初めて計画的に下水道が整備されたのは、

６９４年に建設された藤原京であると考えられていま
す。藤原京は日本で初めて都市計画を考えて作られた
都市であり、道路に下水道の役割を担った側溝が発見
されています。水の排水は、生活環境を整備するうえ
で昔からとても重要だったようです。

テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
開
催
の

お
知
ら
せ

主な問い合わせ先

部署名 電話番号
市役所（代表）（ 6 2 ）3 1 1 1
総 務 課（ 6 2 ）3 1 1 7
企 画 課（ 6 2 ）3 1 1 8
秋 山 支 所（ 5 6 ）2 1 1 1
税 務 課（ 6 2 ）3 1 1 3
市 民 課（ 6 2 ）3 1 1 2
生 活 環 境 課（ 6 2 ）3 1 1 4
福 祉 課（ 6 2 ）3 1 1 5
長 寿 健 康 課（ 6 2 ）4 1 3 3
経 済 課（ 6 2 ）3 1 1 9
建 設 課（ 6 2 ）3 1 2 3
都 市 計 画 課（ 6 2 ）3 1 9 1
会 計 課（ 6 2 ）3 1 1 6
議 会 事 務 局（ 6 2 ）3 3 4 4
学 校 教 育 課（ 6 2 ）3 4 0 8
社 会 教 育 課（ 6 2 ）3 4 0 9
保健センター（ 6 2 ）4 1 3 4
地域包括支援センター（ 6 2 ）3 1 2 8
消 防 本 部（ 6 2 ）4 1 1 1

お掛け間違いのないように
お願いします。

《今月の俳句・短歌・川柳》

除雪する　向こう三軒
両隣

平岡登さん（巌地区）

「今月の俳句・短歌・川柳」
を募集します。申し込みは、
名前、連絡先、作品、句の
解説等をメールまたは郵送
でお送りください。
〒 409-0192 上野原市上野
原 3832
企画課政策推進担当　宛
kikaku@city.uenohara.
lｇ. jp

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

☆下水道豆知識☆

平成 24・25 年度保険料率
均等割額　39,670 円
所得割率　7.86％

平成 26・27 年度保険料率
均等割額　40,490 円
所得割率　7.86％
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●
日
時　
7
月
13
日（
日
）

※
リ
ハ
ー
サ
ル
は
、
7
月
12
日

（
土
）に
行
う
予
定
で
す
。

●
場
所　
も
み
じ
ホ
ー
ル

●
対
象
者　
市
文
化
協
会
主
催
の

「
や
っ
て
み
よ
う
好
き
な
こ
と

体
験
活
動
（
箏
曲
）」
に
参
加

し
た
こ
と
の
あ
る
方

●
演
奏
予
定
曲　
「
さ
く
ら
」

●
参
加
料　
無
料

●
申
込
期
限　
5
月
31
日（
土
）

※
練
習
や
リ
ハ
ー
サ
ル
日
程
な
ど

の
詳
細
は
、
出
演
申
込
者
あ
て

に
後
日
通
知
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
市
文

化
協
会
箏
曲
部 

橋
爪
（
☎

63

−

5
8
1
4
）

●
対
象
者　
県
内
で
就
業
を
希
望

す
る
他
産
業
従
事
者
の
方
で
、

農
業
経
験
が
少
な
い
方

●
参
加
料　
無
料

●
内
容　
週
末
農
業
塾
、
農
業
体

験
研
修

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
5
月
6
日（
火
・
祝
）

●
場
所　
秋
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
参
加
費　
3
千
円
（
チ
ャ
リ
テ

ィ
募
金
含
む
）

●
プ
レ
イ
代　

1
万
1
5
0
0

円
（
セ
ル
フ
プ
レ
ー
、
食
事
・

ワ
ン
ド
リ
ン
ク
・
消
費
税
込

み
）、
そ
の
他
自
己
負
担

●
定
員　
1
6
0
名（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
参
加
資
格　
市
内
に
住
所
の
あ

る
方

●
申
込
方
法　
参
加
申
込
書（
一

人
で
も
可
）に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、参
加
費
を
添
え
て
、

各
地
区
役
員
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
地
区
役
員（
敬
称
略
）

□
大
目
地
区　
　
水
野
忠
義

□
甲
東
地
区　
　
志
村
義
夫

□
四
方
津
地
区　
木
村
信
男

□
コ
モ
ア
地
区　
大
枝
靖

□
八
ツ
沢
地
区　
小
林
輝
男

□
松
留
地
区　
　
大
神
田
謙
司

□
大
鶴
地
区　
　
木
田
康
典

□
島
田
地
区　
　
佐
藤
和
弘

□
上
野
原
地
区　
塚
本
浩
、
中
村

利
雄
、
富
田
裕
久
、
横
瀬
明
、

飯
田
隆
男

□
棡
原
地
区　
　
長
田
章
、
清
水

秀
彦

□
西
原
地
区　
　
奈
良
長
光

□
秋
山
地
区　
　
野
崎
栄
作
、

　
関
戸
正
文
、
藤
本
保
彦

●
申
込
期
限　
4
月
21
日（
月
）

●
問
い
合
わ
せ　
市
ア
マ
チ
ュ
ア

ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
事
務
局　

横
瀬
（
☎
0
9
0

−

1
7
9

　

1

−

0
9
4
5
）

●
対
象
者　
市
内
在
住
で
、
18
歳

以
下
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者

と
そ
の
子
ど
も

●
定
員　
各
ゲ
ー
ム
10
名

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

●
申
込
方
法　
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
電
話
ま
た
は
直
接
、申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
観

戦
希
望
日
、
人
数
な
ど
を
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
事
業
は
、
善
意
銀
行
か
ら

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ヴ
ァ
ン

フ
ォ
ー
レ
甲
府
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

の
バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
指
定
席
10

席
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
よ
り
行
わ
れ
る
事
業
で

す
。
観
戦
を
希
望
さ
れ
る
方
は

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
会
場
へ
の
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
☎
63

−

0
0
0
2
）

市
民
プ
ー
ル
で
は
、
2
月
の
豪

雪
に
よ
り
破
損
し
た
温
水
プ
ー
ル

屋
根
ガ
ラ
ス
の
修
繕
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、

工
事
期
間
中
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
と
ス
ポ
ー
ツ
サ
ウ
ナ
の
み
の

利
用
と
な
り
ま
す
。

利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
大

変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ　

市
民
プ
ー
ル

（
☎
63

−

6
0
7
0
）

県
立
リ
ニ
ア
見
学
セ
ン
タ
ー

は
、
4
月
24
日（
木
）
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

さ
ら
に
体
験
・
学
習
機
能
が
充

実
し
た
見
学
セ
ン
タ
ー
に
、ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
場
所　
県
立
リ
ニ
ア
見
学
セ
ン

明
響
会
第
30
回
記
念
演
奏
会

箏
曲
出
演
者
募
集

親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー

観
戦
事
業
の
お
知
ら
せ

市
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ

選
手
権
大
会
参
加
者
募
集

開催日時 対戦相手
4 月 19 日（土）午後 7 時 名古屋グランパス
4 月 29 日（火）午後 1 時 徳島ヴォルティス
5 月 17 日（土）午後 1 時 柏レイソル
5 月 24 日（土）午後 2 時 大宮アルディージャ
5 月 28 日（水）午後 7 時 浦和レッズ
7 月 23 日（水）午後 7 時 セレッソ大阪
8月　9日（土）午後6時30分 ベガルタ仙台
8月23日（土）午後6時30分 ガンバ大阪

※ 9 月以降の日程は、お問い合わせください。
※会場は、山梨中銀スタジアムです。

市
民
プ
ー
ル
か
ら

お
知
ら
せ

《
週
末
農
業
塾
》

▼
開
催
日　
5
月
〜
12
月
の
土
、

日
曜
日
の
う
ち
10
日
間

▼
場
所　
県
立
農
業
大
学
校

▼
内
容　
も
も
コ
ー
ス
、
ぶ
ど
う

コ
ー
ス
、
野
菜
コ
ー
ス
、
有
機

農
業
コ
ー
ス

▼
定
員　
各
10
名

※
有
機
農
業
コ
ー
ス
の
み
定
員
9

名
で
、
場
所
が
上
野
原
市
、
山

梨
市
、
北
杜
市
の
先
進
農
家
に

な
り
ま
す
。

《
農
業
体
験
研
修
（
平
日
1
日
）》

▼
開
催
日　
6
月
〜
10
月
の
う
ち

平
日
1
日

▼
場
所　
県
立
農
業
大
学
校

▼
定
員　
果
樹
、
野
菜
各
2
名

《
農
業
体
験
研
修
（
週
末
2
日
）》

▼
開
催
日　
6
月
〜
10
月
の
う
ち

週
末
2
日
間

▼
場
所　
県
立
農
業
大
学
校

▼
定
員　
果
樹
、
野
菜
各
3
名

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
県
立

農
業
大
学
校
研
修
課
（
☎

0
5
5
1

−

32

−

2
2
6
9
）

県
立
リ
ニ
ア
見
学
セ
ン
タ
ー

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

平
成
26
年
度
就
農
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
塾
開
催
の
お
知
ら
せ

タ
ー
（
都
留
市
小
形
山

2
3
8
1
）

●
問
い
合
わ
せ　
県
立
リ
ニ
ア
見

学
セ
ン
タ
ー
（
☎
45

−

8
1
2
1
）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

平成24・25年度
電源立地地域対策交付金事業

電源立地地域策対策交付金事業は、発電用施設の設置および運
転の円滑化に資することを目的として、ダムなどの発電用施設
の周辺地域における公共用施設の整備促進や地域住民の福祉向
上のために、毎年一定額が国から交付されます。
市では、この交付金を利用して、次の事業を実施しました。

■事業名　
市道コモアループ線道路維持修繕事業
平成 24 年度　事業費　9,030 千円
　　　　　　　交付金　8,417 千円
平成 25 年度　事業費　9,240 千円
　　　　　　　交付金　8,459 千円

■問い合わせ　
企画課財政担当（☎ 62-3118）

第 66 回日本消防協会定例表彰 

■平成 25 年度消防庁長官定例表彰《永年勤続功労章》
団員　石原信、清水久雄　　消防職員　小俣直人
■平成 25 年度山梨県知事定例表彰《勲功章》
副団長　長田秋男、福島一美
分団長　兼坂義雄、落合信行、小俣哲司、富田正
消防職員　中島千興、細田貞俊
■平成 25 年度（財）日本消防協会定例表彰《精績章》
副団長　長田秋男、福島一美
■平成 25 年度（財）日本消防協会定例表彰《勤続章》
副分団長　梶原洋明、班長　安留清、奈良竹虎、団員　関戸
正明、小川成利、清水正秀、曽根良行、和智広道、志村光造
■消防団 120 年・自治体消防 65 周年記念表彰

《日本防火・防災協会会長表彰》
島田女性防火クラブ

▲表彰されたみなさん

空間放射線量等測定値報告　　●問い合わせ　生活環境課生活環境担当（☎ 62-3114）

※市役所敷地内に放射線量を
測定するモニタリングポ
ストを設置しています。
測定結果は、市ホームペー
ジで確認することができ
ますのでご利用ください。

この測定は、帝京科学大学が進める地域連携推進活動の一環として学生の協力を受けながら行っています。【測定日3月 12日・14日】

次の測定値は、国が定める基準 0.23 μＳｖ／ｈ（1日のうち屋外に 8時間、木造家屋内に
16時間滞在するという生活パターンを仮定）より低くなっています。（単位：μＳｖ／ｈ）

測定場所 1 ｍ 測定場所 1 ｍ 測定場所 1 ｍ
大 野 貯 水 池 0.038 大 鶴 出 張 所 0.052 上野原市役所 0.034
甲 東 保 育 所 0.062 島 田 小 学 校 0.042 第 二 保 育 所 0.065
旧 巌 出 張 所 0.040 少 年 野 球 場 0.043 棡 原 出 張 所 0.042
帝京科学大学 0.039 上野原小学校 0.054 西 原 小 学 校 0.081
コモアしおつ石の公園 0.044 諏 訪 神 社 0.047 秋 山 保 育 所 0.034

　3 月 8 日（土）、甲府市のコラニー文化ホー
ルで行われた第 66 回山梨県消防記念式典
で、次のみなさんが表彰されました。
　おめでとうございます。
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

有料広告

※初めて利用される方は事前に申し込みください。
●問い合わせ　福祉課子育て支援担当（☎62−3115）

子育てプレイルーム

子育て情報館	

1 級大工技能士　２級建築士　木造ハウジングコーディネーター

　　　　新築・リフォームのご相談
　　　　お気軽にお電話ください。

 山梨県上野原市上野原 4078-5
（☎ 0554-56-8537）（FAX0554–56-8057）担当：志村剛

市立病院

ウェルシア薬局
公正屋

上野原市役所

国道２０号

志村工務店

志村工務店

有料広告

日　付 イベント名 場所・時間・問い合わせ

4 月 20 日（土） 第 35 回老人
慰安芸能大会

もみじホール、
午前 10 時 30 分
〜午後 3 時、
市文化協会芸能部
事務局（☎ 63-0695）

4月29 日
（火・祝）

八重山
ハイキング
コース清掃
ボランティア

八重山登山口駐車場、
午前 9 時〜、
八重山トレイルレース
実行委員会　
木村（☎ 63-1040）

5月9日（金） 無料法律相談
（要予約）

市役所会議室 B（福祉課横）、
午後 1時 30 分〜 4 時 30 分
生活環境課生活環境担当

（☎ 62-3114）

※市内イベント情報は、市ホームページの『イベントカレ
ンダー』にも掲載しています。

4 月のイベント &相談日

開催日時・場所

日　時

4月 2日（水）、16日（水）、30日（水）　　
午前9時〜正午

4月 9日（水）、23日（水）、5月 7日（水）
午前9時〜午後3時

場　所 もみじホール2階会議室２

区　　分 日　　時 場　　所
市 民 課 日 曜 窓 口 27 日（日）

午前 9：00 〜正午
市民課カウンター 
☎ 62-3112

イベント案内 各種相談日

窓口業務

《サンテいちのみやの特徴》
・60歳以上の 3食付高齢者専用住宅
		です。（ご夫婦部屋有り）
・県の補助金による低料金の施設です。
		（ご本人の年収による）
※入居に関してのご相談は遠慮なく
			下記までお問い合わせください。
 〒 405-0052 山梨県笛吹市一宮町南野呂 422-1
　社会福祉法人　幸徳会　ケアハウス　サンテいちのみや
　（☎ 0553-47-3181）（FAX 0553–47-3148）

ケアハウスサンテいちのみや 入居者募集 日曜大工のパパから プロの職人さんまで
町の便利なお店

金物・土木建築資材・塗料・
水道部品・物置・家庭用品・
ガラス修理・網戸張替え

株式会社　富田
〒 409-0112 上野原市上野原 3261
☎ 0554-63-1331（代）　日曜・祝日定休日　国道 20 号 つるしん前

区　　分 日　　時 場　　所
児 童 巡 回 相 談 10 日（木）（要予約☎ 62-3115）

午前 10：00 〜午後 3：00
もみじホール

3 階和室

児童家庭相談室 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-1199

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-3115

ふれあい福祉相談 毎週木曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

市勤労青少年ホーム
相談室☎ 63-3444

定 例 人 権 相 談 10 日（木）・25 日（金）
午前 10：00 〜正午

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

行 政 相 談 21 日（月）
午前 10：00 〜正午 市役所 1 階会議室 A

障害者出張相談 17 日（木）（要予約☎ 62 ー 3115）
午後 1：30 〜 4：00

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

結 婚 相 談 所 毎週日曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

織物工業協同組合
☎ 63-3800

学校カウンセラー
教 育 相 談

毎週火・水・金曜日
（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 4：00

もみじホール相談室
☎ 63-5700
 0120-28-7830

消 費 生 活 相 談 毎週火曜日
午前 8：30 〜午後 5：00

生活環境課生活環境担当
☎ 62-3114

市税収納・納税相談 27 日（日）
午前 9：00 〜正午

税務課カウンター 
☎ 62-3113

診療時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

内 科 
一 般 外 来

午前 
初診予約なし

午前
 予約のみ

清水

外山・山崎
金子

山崎

岡本・村田
石井

小池

外山・牛島
清水

村田

清水
非常勤医師

※ 1

岡本・村田
進藤

内科医師

神 経 内 科 午前 瀧山
小 児 科 午前 宇野 杣津 宇野 宇野 宇野
小児心臓外来 午後 ※ 2（予約）

脳 神 経 外 科 午前 長坂 長坂 長坂
山梨大非常
勤医師交替

長坂

外科・肛門外科 午前 ※ 3 吉田 遠藤 冨岡 協会非常勤 冨岡
お し り 外 来 午後 冨岡
胸 部 外 科 午後 平良（予約）
皮 膚 科 午前 / 午後 柴垣 川村 岡本
整 形 外 科 午前 宮本・松田 笠井 戸島 中島 須田

眼 科 午前 中込
※ 4 米山

（時間短縮）
館野 ※５大野

（予約）
※６大野

（時間短縮）
耳 鼻 咽 喉 科 午前 / 午後 山梨大非常勤 山梨大非常勤

※ 7 泌 尿 器 科 午前 / 午後 4/15・22 4/5・19
4/26午前

婦 人 科 午前 / 午後 中島
西 原 診 療 所 午後 ※ 8

秋 山 診 療 所
午前
午後

岡本
岡本

上條 古屋 上條

※この案内は、3月19日現在のものです。都合により変更となる場合があります。

《上野原市立病院　4 月の外来診療のご案内》●問い合わせ　市立病院（☎ 62 − 5121）

★山梨県の小児医療体制等に基づき、小児科の夜間・休日診療等は、従来通り「富士・東部小児初期救急医療セ
ンター」で行っており、富士・東部医療圏の病院はすべて同様の対応を行っています。当院の小児科医は、他
病院の小児科医とともに、センターでの診療にあたりますので、ご理解とご協力をお願いします。

●受付時間は、午前 8 時から 11 時 30 分までです。午後の受診がある場合は、午後 2 時から 4 時までです。
●土曜日は午前中に内科の通常診療を行います。
●※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、ご注意ください。
　※ 1　的野、谷崎医師が隔週交代で診療を行います。
　※ 2　小児心臓外来は、第 1 木曜日の診療で予約制です。
　※ 3　外科の吉田医師は、完全予約制です。
　※ 4　眼科の米山医師の初診開始時間は午前 9 時 30 分からです。
　※５　眼科の大野医師の外来は、原則、白内障手術紹介患者の完全予約制外来です。
　※６　眼科の大野医師の診療受付は、午前 10 時までとなります。
　※ 7　泌尿器科の村石医師の診療は、不定期となります。【診療日：4月5日（土）、15日（火）、19日（土）、22日（火）午前午後、
　　　　  26日（土）午前】。なお、初診の受付は、午前が 10 時、午後の診療を行う日は、午後 3 時までとなります。
　※ 8　西原診療所は、第 1 木曜日が清水医師、第 3 木曜日が岡本医師の診療となります。

『たまひよママのお茶会』
コモア　代表者　森本（☎ 66-4308）
◎日　時　4 月 11 日（金）午前 10時〜正午、
　　　　　		5月 9日（金）午前 10 時〜正午
◎場　所　コモア内、一丁目集会所　
棡　原　代表者　互井（☎ 090-3212-2262）
◎日　時　4月 25日（金）午前10時〜正午
◎場　所　棡原保育所
島　田　代表者　佐藤（☎ 63-1519）
◎日　時　4月25日（金）午前 10時〜正午
◎場　所　島田コミュニティセンター

お湯だけで
油も汚れも
落とす、
臭くない究極
のふきん

現場見学会開催中 !!
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婚

姻

一
般
書

◇
『
乱
丸
』（
上
下
）

　

宮
本
昌
孝
／
著　　
徳
間
書
店

　
　

才
気
溢
れ
る
若
者
に
成
長
し

た
森
乱
丸
は
、
信
長
自
ら
に
請

わ
れ
、
近
習
と
し
て
使
え
る
こ

と
に
・
・
・
。

児
童
書

◆
『
さ
よ
な
ら
の
ド
ラ
イ
ブ
』

　

ロ
デ
ィ
・
ド
イ
ル
／
作　
こ
だ
ま

と
も
こ
／
訳　
フ
レ
ー
ベ
ル
館

絵
本

○
『
あ
な
た
の
マ
マ
は
ね
』

　

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
ォ
ー
カ
ー

　
／
絵　
ケ
リ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
／

　
文　
岩
崎
書
店

《
開
館
時
間
》　

●
水
・
金
・
土
・
日　
午
前
9
時

　
30
分
〜
午
後
5
時

●
火
・
木　
午
前
9
時
30
分
〜
午

　
後
7
時

秋
山
地
区

藤
本
聡
史=

小
笠
原
奈
緒

大
目
地
区

中
村
由
治
（
久
夫
）

甲
東
地
区

志
村
玉
枝
（
保
男
）、
安
藤
一
郎

（
寿
文
）

大
鶴
地
区

清
水
梅
雄
（
千
代
子
）、
石
井
幸

（
里
江
）

上
野
原
地
区

市
村
吉
勝
（
多
惠
子
）、
鈴
木
倉
男

（
保
裕
）、
吉
野
ま
つ
江
（
　
司
）、

能
城
充
子
（
和
雄
）、
石
原
友
代

（
信
）、
佐
藤
泰
治
（
泰
則
）

棡
原
地
区

大
久
保
秋
男
（
幸
好
）、白
鳥
嘉
勇

（
初
男
）、
鷹
取
弘
道
（
文
範
）、

長
田
恒
子
（
多
惠
子
）

西
原
地
区

白
鳥
定
子
（
　
方
）

秋
山
地
区

小
俣
一
義
（
恵
子
）、
原
田
和
子

（
計
介
）、
奈
良
田
里
子
（
伸
一
）

大
目
地
区

椎
名
翔ひ
い
ろ彩
（
研
二
）

島
田
地
区

髙
井
縁ゆ

か
り（
司
）、原
田
望の

あ愛
（
雄
新
）

上
野
原
地
区

不
動
田
七な

な
み海
（
哲
也
）、
石
井
莉り

お央

（
猛
史
）、
落
合
清き

よ
と翔
（
史
行
）、
原
田

健た
て
ま
さ正
（
正
樹
）

棡
原
地
区

長
田
結ゆ

づ
き月

（
裕
紀
）、
石
井
初は

な菜

（
敬
二
）

西
原
地
区

長
田
理り

り

か
利
花
（
菊
一
郎
）

秋
山
地
区

杉
本
礼れ

お
と音
（
浩
隆
）、
杉
本
玲れ

い

ら
依
來

（
哲
也
）

巌
地
区

葊
瀬
正
晴=

安
留
志
保

上
野
原
地
区

安
藤
康
也=

守
重
と
も
み

問い合わせ　
市立図書館（☎ 63-5241）

問い合わせ　

総務課行政防災担当（☎
62-3117）（上野原市男女
共同参画推進委員会）

スマイル
ニュース

♯90

き
れ
い
な
街
を
目
指
し
て

昭
和
21
年
6
月
生
ま
れ
で
、
現

在
67
歳
に
な
る
矢
島
忠
さ
ん
。

平
成
19
年
に
ふ
る
さ
と
の
美
観

を
保
ち
た
い
と
願
い「
上
野
原
を
き

れ
い
に
し
よ
う
会（
U
K
K
）」を
立

ち
上
げ
、現
在
ま
で
桂
川
河
川
敷

な
ど
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

矢
島
さ
ん
は
、「
子
ど
も
の
こ
ろ

見
た
き
れ
い
な
景
観
を
孫
の
代
に

も
見
せ
て
あ
げ
た
い
」
と
い
う
想

い
で
活
動
を
続
け
て
い
る
。

ま
た
、「
こ
こ
ま
で
活
動
を
続
け

て
こ
ら
れ
た
の
は
、
会
員
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」と
語
る
。

今
後
は
、
私
た
ち
の
活
動
を
多

く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
、
他
の

団
体
と
協
力
し
て
、
環
境
保
全
や

上
野
原
の
魅
力
あ
る
景
観
を
守
っ

て
い
き
た
い
と
話
し
て
く
れ
た
。
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矢
や じ ま

島  忠
ただし

（上野原地区）

このコーナーは、市内で頑張っている人、輝いている人
を紹介するコーナーです。このような方が身近にいまし
たら企画課まで紹介してください。
企画課政策推進担当（☎ 62-3118）
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さん

今年もおもしろい !

って評判の上野原市

の寸劇を今年こそ見

に行こうっと！

島田地区	 細田		友
ゆうせい

誠くん		（4歳 1か月）
	 　　		愛

あ ゆ

友ちゃん（1歳 4か月）

　　　明宏さん、由美さんの長男・長女
“二人仲良く大きくなあ〜れ♡”

上野原地区	 山下		夢
ゆめと

叶くん		（3歳 10か月）　　　　
　　　　　　　　美香さんの長男
“やさしさいっぱい笑顔いっぱいの子に育ってネ !!”

市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

の
第
5
期
委
員
の
任
期
が
3
月
で

終
わ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
推
進
委
員
の
み
な
さ

ん
の
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

■「
委
員
会
の
中
だ
け
で
は
な
く
、

ほ
か
の
活
動
に
も
生
か
せ
る
よ

う
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
」

■
「
女
性
が
ど
ん
な
分
野
で
も
当

た
り
前
に
活
動
で
き
る
社
会
を

目
指
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」

■
「
自
分
た
ち
の
活
動
が
、
男
女

共
同
参
画
社
会
を
作
る
た
め
の

一
歩
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

■
「
こ
れ
か
ら
の
男
女
共
同
参
画

推
進
の
や
り
方
、
方
向
性
が
見

え
た
と
思
い
ま
す
」

■
「
委
員
の
活
動
を
行
う
こ
と
で

男
女
共
同
参
画
推
進
に
対
す
る

意
欲
と
知
識
が
高
ま
り
、
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

■
「
こ
の
2
年
間
の
活
動
で
、『
男

女
共
同
参
画
的
発
想
』
で
物
事

を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
だ
、
理
想
か
ら
か
け

離
れ
て
い
る
状
態
で
す
が
、
地

域
性
を
認
識
し
な
が
ら
、
男
女

共
同
参
画
の
大
切
さ
を
多
く
の

方
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
」

■
「
４
コ
マ
漫
画
と
い
う
新
し
い

こ
と
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
楽

し
さ
に
開
眼
!!
」

■
「
一
人
で
は
難
し
い
こ
と
が
、

大
勢
の
力
な
ら
出
来
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
成
果
の

見
え
づ
ら
い
委
員
会
で
す
が
、

少
し
ず
つ
上
野
原
が
変
わ
っ
て

い
く
の
を
感
じ
て
い
ま
す
」

4
月
以
降
は
、
新
し
い
メ
ン
バ

ー
で
活
動
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
男
女
共
同
参
画
の
推

進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

今年もおもしろい !

って評判の上野原市

の寸劇を今年こそ見

に行こうっと！

リンデン
だより

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（
　
）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、
死

亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
2
月
中
届
出
分
＝

図書館イベント情報
子ども映画館 おはなし会 リンデンドーム朗読館 映画鑑賞会

タ イ ト ル 名 「ぐるんぱの
ようちえん」

「コッケモーモー」　
ほか

『まどみちおさんの
大きな耳』

小池昌代 / 作　ほか
「青春の鐘」

開 催 日 4 月 12 日（土） 4 月 19 日（土） 4 月 27 日（日） 4 月 20 日（日）

時 　 間 午前 10 時〜 10 時 30 分
午後 2 時〜 2 時 30 分 午後 2 時 30 分〜 午後 2 時〜 午後 2 時〜 3 時 25 分

そ の 他 − 協力 たんぽぽ会 協力 上野原朗読の会 −


